
氏名 木村　紀子

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① ヤマトコトバと
古代語

単

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

最終学歴 昭和41年3月奈良女子大学文学部国語国文学科卒業

取得学位

所属学会 日本口承文芸学会、中世文学会、仏教文学会

現在の専門分野 言語文化論、意味論

研究課題 意味論的視点からの古代（鎌倉以前）言語文化の研究

①〔「綴る」という手仕事―ハタ織り用語はなぜ作文用語なのか―〕
　　の基本構想をまとめた（76000字）
②「ヤマトコトバと古代語」について論究をすすめた（一部を紀要36号に公表）

「日本語教育論」において、一般学生と留学生（韓国）間での相互啓発の方法を模索考案し、
実践した。

奈良大学文学講座（於：奈良市北部会館）
講師（10月13日）演題「正しき巫女の歌占〈王朝の神歌〉」

全学企画委員会委員、就職委員会委員、人形劇「だいぶつ」顧問

著書､学術論文等の名
称

単著､
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

概　　　　　　　要

平成20年3月 奈良大学紀要第36号
41～59頁

ヤマトコトバ（和語）と呼ばれ
るものの、文献以前を探り、そ
の混成状態を実証した。

（学術論文）


